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消防功労　瑞宝単光章

　伊
いとう

藤　長
ちょういち

一 さん
元・西根町消防団分団長

＝高宮＝　76歳　

　伊藤さんは、昭和30年に
田頭村消防団に入団。西根村
への合併という大きな変化が
あった中、消防団員として、
まちの防火のために寄与され
てきました。
　平成４年に西根町消防団副
分団長、平成６年から９年ま
では分団長を務められました。
伊藤さんは、「叙勲をいただ
けるとは夢にも思っていな
かった。この受章に恥じない
ようにしていきたい」と、気
を引き締めていました。

統計調査功績　藍綬褒章

　宇
う と さ わ

土澤　良
よしとも

知 さん
元・国勢調査員

＝新町３区＝　78歳　

　宇土澤さんは、昭和30年の
第８回から平成22年の第19
回までの国勢調査員を務める
など、国や県の統計調査に貢
献されてきました。
　統計調査員として、計50回
の各種調査に携わった宇土澤
さんは、現在、市統計調査員
協議会の副会長を務められて
います。褒章受章については、
「こんなに早く受章できると
は思っていなかったのでとて
もうれしい」と、喜びを語り
ました。

統計調査功績　藍綬褒章

　佐
さ さ き

々木　禎
ていじ

二 さん
元・農林業センサス調査員

＝山崎＝　80歳　

　佐々木さんは、昭和40年か
ら世界農林業センサスなどの
調査員を務められ、主に農林
業に係る調査に尽力し、その
功績が認められ、褒章を受章
されました。
　佐々木さんは、自身も農業
を営んでおり、その経験を生
かして、統計調査に当たって
こられました。佐々木さんは、
「長い間調査員を続けてこら
れたのは、周りの皆さんのお
かげです」と、感謝の気持ち
を語りました。
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行
政
相
談
委
員
の
日
戸
久
雄
さ

ん（
76
）＝
駅
前
一
区
＝
が
、
東
北

管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
の

佐
藤
源も

と
つ
ぐ嗣

さ
ん（
67
）＝
中
佐
井
３

区
＝
に
は
、
岩
手
行
政
評
価
事
務

所
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
５
月
21
日
に
盛
岡
市

で
開
催
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
全

体
会
議
の
中
で
行
わ
れ
、
県
内
の

行
政
相
談
委
員
10
人
が
、表
彰
状
、

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
戸
さ
ん
は
、
平
成
15
年
４
月

か
ら
現
在
ま
で
委
員
を
務
め
ら
れ

て
お
り
、「
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
の
相
談
事
の
解
決
を
し
た

い
」と
、
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
21

年
４
月
か
ら
現
在
ま
で
委
員
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
毎
月
、
各

地
区
で
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す（
詳
し
い
日
時
や
場
所
は
、

広
報
の「
暮
ら
し
の
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
行
政
係

（
☎
・
内
線
１
２
２
３
）ま
で
。

行政相談委員とは
　行政相談委員とは、総務大臣から委嘱さ
れ、行政に関する苦情や要望を受け付ける
地域住民の身近な相談役です。委員は、相
談された内容を関係機関への通知や紹介を
通し、問題の解決を図ります。
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